
核
の
ご
み
最
終
処
分
場 

自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

処
分
場
受
け
入
れ
に

つ
い
て

検討したい

受け入れ受け入れ
ないない

分からない・分からない・
答えられないなど答えられないなど

4343
110

6868
8585

参加参加
不参加不参加

受け入れ
ない

分からない・
答えられないなど

無回答
0

43
110

68
85

2

2

参加
不参加

無回答自
治
体
担
当
者
向
け

説
明
会
に
つ
い
て

「Ａ ＳＥＥＤ ＪＡＰＡＮ」が首都圏の
１都６県と１４８市区町村の回答を集計

原
発
か
ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
核
の
ご
み
）
最
終
処
分
場
受
け
入
れ
を
検
討
し
た

い
と
考
え
る
自
治
体
は
、
首
都
圏
に
あ
る
１
都
６
県
と
１
４
８
市
区
町
村
で
ゼ
ロ
だ
っ
た
こ
と
が

日
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
か
っ
た
。
原
発
の
再
稼
働
に
よ
っ
て
核
の

ご
み
処
分
の
重
要
性
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
自
治
体
の
関
心
の
低
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

立
命
館
大
は

日
、
客
員
協
力
研
究

員
の
尾
関
清
子
さ
ん

名
古
屋
市

東
区

に
博
士
の
学
位
を
授
与
し
た
。

大
学
に
よ
る
と
、
国
内
最
高
齢
の
博
士

号
授
与
に
な
る
と
い
う
。
大
学
院
に
入

学
は
し
て
い
な
い
が
、
縄
文
時
代
の
布

に
関
す
る
論
文
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ

た
。黒

と
え
ん
じ
色
の
ガ
ウ
ン
を
着
た
尾

関
さ
ん
は
深
々
と
お
じ
ぎ
を
し
た
後
、

ゆ
っ
く
り
と
登
壇
。
学
位
記
を
授
与
さ

れ
る
と
、
涙
を
流
し
た
。
授
与
に
先
立

つ
取
材
に
は
「
感
無
量
。
一
生
涯
で
初

め
て
の
こ
と
な
の
で
光
栄
で
す
」
と
ほ

ほ
笑
ん
だ
。

尾
関
さ
ん
は
名
古
屋
市
に
あ
っ
た
東

海
学
園
女
子
短
大
の
助
教
授
を
１
９
９

５
年
ま
で
務
め
、
現
在
は
名
誉
教
授
。

縄
文
時
代
に
編
ま
れ
た
布
の
研
究
に

年
以
上
、
取
り
組
ん
で
き
た
。

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
は
立
命
館
大

の
環
太
平
洋
文
明
研
究
セ
ン
タ
ー
の
客

員
協
力
研
究
員
と
し
て
活
動
し
、
昨
年

９
月
、
大
学
に
論
文
を
提
出
。
布
文
化

に
つ
い
て
実
験
に
基
づ
く
解
析
を
行

い
、
研
究
分
野
の
基
礎
を
築
い
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。

歳女性研究員に博士号 立命館大
国内最高齢

ＮＧＯアンケート

首
都
圏

自
治
体

最
終
処
分
場
の
関
心
低
く

春
の
陽
光
に
包
ま
れ
、

東
京
都
心
で

日
、
桜
が

満
開
に
な
っ
た
。
約
８
０

０
本
の
桜
で
知
ら
れ
る
上

野
公
園
（
台
東
区
）
や
、

桜
並
木
で
有
名
な
目
黒
川

（
目
黒
区
な
ど
）
沿
い
は

花
見
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
気
象
庁
に
よ
る

と
、

日
の
満
開
は
観
測

史
上
３
番
目
に
早
く
、
平

年
よ
り

日
、
昨
年
よ
り

９
日
早
か
っ
た
。

こ
の
日
は
奈
良
市
と
高

松
市
で
も
開
花
。
高
知
市

は

日
に
満
開
に
な
っ

た
。
日
本
気
象
協
会
に
よ

る
と
、
桜
前
線
は
今
後
も

北
上
し
、
北
陸
、
長
野
、

東
北
南
部
は
４
月
上
旬
、

東
北
北
部
や
北
海
道
は

４
月

下
旬
〜
５
月
中
旬

に
満
開
を
迎
え
る
見
通

し
。

立
命
館
大
か
ら
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

学
位
記

を
手
に
す
る
尾
関
清
子
さ
ん

日
午
後

京
都
市

東京都心で桜が満開となった 日 上野公園は桜を
楽しむ大勢の花見客でにぎわった

都
心

史
上
３
番
目

楽
し
ん
で

将
棋
指
し
て

藤
井
六
段

地
元
の

小
中
生
大
会
に
登
場

名
古
屋
城
本
丸
御
殿

（
名
古
屋
市
）
で

日
、

小
中
学
生
向
け
の
将
棋
大

会
「
名
古
屋
城
こ
ど
も
王

位
戦
」
が
開
か
れ
、
愛
知

県
在
住
の
最
年
少
プ
ロ
棋

士
、
藤
井
聡
太
六
段

が
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場

し
、
出
場
者
ら
に
「
こ
れ

か
ら
も
楽
し
ん
で
将
棋
を

指
し
て
強
く
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受

賞
者
の
天
野
浩
・
名
古
屋

大
教
授

や
河
村
た
か

し
市
長
と
の
対
談
で
は
、

藤
井
六
段
が
出
場
者
か
ら

「
ど
う
や
っ
た
ら
将
棋
が

強
く
な
る
か
」
と
問
わ
れ

「
将
棋
を
好
き
に
な
る
こ

と
。
い
っ
ぱ
い
指
す
こ
と

が
一
番
大
事
」
と
は
に
か

み
な
が
ら
答
え
た
。

天
野
教
授
は
「
自
分
は

駄
目
な
中
学
生
だ
っ
た

が
、
藤
井
六
段
は
受
け
答

え
が
謙
虚
で
応
援
し
た
く

な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と

持
ち
上
げ
た
。

こ
の
日
は
計
約
６
０
０

人
に
よ
る
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
小
学
１
年
か
ら
中
学

３
年
ま
で
の

人
が
対

戦
。
佐
藤
康
光
九
段

が
各
学
年
の
優
勝
者
と
指

導
対
局
し
、
藤
井
六
段
は

子
ど
も
た
ち
の
後
ろ
か
ら

自
身
が
対
局
し
て
い
る
時

の
よ
う
に
真
剣
な
表
情
で

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
（
東
京
）

に
関
東
学
院
大
の
湯
浅
陽

一
教
授
（
環
境
社
会
学
）

の
研
究
室
が
加
わ
っ
て
実

施
し
た
。
最
終
処
分
場
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
「
検

討
し
た
い
」
「
受
け
入
れ

な
い
」
「
分
か
ら
な
い
」

「
答
え
ら
れ
な
い
」
な
ど

の
選
択
肢
か
ら
各
自
治
体

の
意
向
を
選
ん
で
も
ら
っ

た
。
「
検
討
し
た
い
」
と

回
答
し
た
自
治
体
は
な

く
、
神
奈
川
県
と

市
町

村
は
「
受
け
入
れ
な
い
」

と
回
答
し
、
東
京
都
や
栃

木
県
な
ど
１
都
５
県
と
１

０
４
市
区
町
村
は
「
分
か

ら
な
い
」
や
「
答
え
ら
れ

な
い
」
な
ど
と
し
た
。

受
け
入
れ
な
い
と
答
え

た
茨
城
県
茨
城
町
は
「
廃

棄
物
が
今
後
ど
れ
く
ら
い

出
る
か
分
か
ら
な
い
」
と

理
由
を
挙
げ
た
ほ
か
、
群

馬
県
館
林
市
は
「
地
下
水

汚
染
の
恐
れ
が
あ
る
」
、

栃
木
県
栃
木
市
は
「
住
民

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

国
が
自
治
体
担
当
者
に

最
終
処
分
の
候
補
地
選
定

の
手
続
き
を
説
明
す
る
た

め
、
昨
年
５
、
６
月
に
開

い
た
説
明
会
に
参
加
し
た

の
は
半
数
に
満
た
な
い
１

都
６
県
と

市
区
町
村
に

と
ど
ま
っ
た
。
茨
城
県
八

千
代
町
は
「
特
に
関
心
が

な
い
」
、
埼
玉
県
長
瀞
町

は
「
喫
緊
の
課
題
と
考
え

て
い
な
い
」
と
説
明
し
た
。

国
が
推
進
す
る
原
発
の

使
用
済
み
燃
料
の
再
利
用

で
は
、
処
理
の
過
程
で
核

の
ご
み
と
呼
ば
れ
る
、
極

め
て
放
射
線
量
が
高
い
廃

液
が
出
る
。
地
下
３
０
０

㍍
よ
り
深
い
場
所
に
埋
め

て
数
万
年
先
ま
で
隔
離
す

る
方
針
だ
が
、
処
分
場
の

候
補
地
選
定
の
手
続
き
は

進
ん
で
い
な
い
。

国
は
昨
年
７
月
に
処
分

場
の
適
地
と
な
り
得
る
地

域
を
示
し
た
地
図
を
公
表

し
、
国
土
の
７
割
弱
が
該

当
す
る
と
し
た
。
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
は
１
都
６
県
と
、
適

地
と
さ
れ
た
地
域
の
あ
る

２
４
２
市
区
町
村
を
対
象

に
調
査
し
、
３
月

日
ま

で
に
得
た
回
答
を
集
計
し

た
。
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
。

原
発
か
ら
出
る
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
（
核
の

ご
み
）
を
巡
り
、
自
治
体

が
最
終
処
分
場
建
設
に
適

し
て
い
る
か
ど
う
か
調
査

に
応
じ
る
と
、
国
は
交
付

金
を
支
払
う
な
ど
の
地
方

振
興
策
を
実
施
す
る
。
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
茨
城
県
小

美
玉
市
や
埼
玉
県
蓮
田
市

な
ど
計
４
市
町
が
「
関
心

が
あ
る
」
と
回
答
。
た
だ
、

い
ず
れ
も
共
同
通
信
の
取

材
に
対
し
、
調
査
に
応
じ

る
具
体
的
な
検
討
は
し
て

い
な
い
と
説
明
し
た
。

国
は
候
補
地
絞
り
込
み

の
期
限
は
設
け
て
い
な
い

が
、
自
ら
候
補
地
と
し
て

手
を
挙
げ
る
自
治
体
を
待

ち
、
国
か
ら
も
複
数
の
自

治
体
に
調
査
へ
の
協
力
を

求
め
て
、
段
階
的
に
建
設

地
を
絞
り
込
む
方
針
だ
。

過
去
に
起
き
た
地
震
の
履

歴
な
ど
資
料
に
基
づ
い
た

文
献
調
査
を
受
け
入
れ
る

と
最
高
約

億
円
の
交
付

金
が
支
給
さ
れ
る
。

４
市
町
は
こ
の
よ
う
な

地
方
振
興
策
に
「
関
心
が

あ
る
」
と
回
答
。
小
美
玉

市
の
担
当
者
は
「
文
献
調

査
に
は
至
っ
て
い
な
い
が

（
核
の
ご
み
に
つ
い
て
）

勉
強
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
」
と
話
し
た
。
４

市
町
と
も
、
処
分
場
受
け

入
れ
に
関
し
て
「
分
か
ら

な
い
」と
答
え
た
。栃
木
、

神
奈
川
の
両
県
と

市
区

町
村
は
地
方
振
興
策
に

「
関
心
が
な
い
」
、
東
京

都
や
茨
城
な
ど
４
県
と

市
区
町
村
は
「
答
え
ら
れ

な
い
」
を
選
ん
だ
。

高
知
県
東
洋
町
は
２
０

０
７
年
、
処
分
場
選
定
の

文
献
調
査
に
応
募
し
た

が
、
住
民
に
よ
る
激
し
い

反
対
運
動
を
受
け
て
撤
回

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分

析
し
た
関
東
学
院
大
の
湯

浅
陽
一
教
授
は
「
関
心
を

示
さ
な
か
っ
た
自
治
体
が

多
か
っ
た
中
で
４
市
町
が

あ
え
て
関
心
を
示
し
た
の

は
、
ど
の
自
治
体
も
抱
え

る
財
政
や
人
口
減
少
な
ど

将
来
の
不
安
が
背
景
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
指

摘
し
た
。
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む
む
む
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む
む
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む
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む
む
む
む
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む
む
む
む
む
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む
む
む
む
む
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む
む
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む
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む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

ア
レ
フ
解
散

求
め
て
デ
モ

東
京
・
足
立
の
住
民
ら

オ
ウ
ム
真
理
教
の
後
継

団
体
ア
レ
フ
が
首
都
圏
最

大
規
模
の
施
設
を
構
え
る

東
京
都
足
立
区
で

住
民
団

体
が

日

施
設
周
辺
を
デ

モ
行
進
し

ア
レ
フ
の
早
期

解
散
と
退
去
を
求
め
た
。

ア
レ
フ
は
２
０
１
０
年

３
月
、
足
立
区
入
谷
の
土

地
と
ビ
ル
を
取
得
。
区
内

に
は
国
内
で
最
も
多
く
信

者
が
住
む
。
デ
モ
は
１
９

９
５
年
３
月

日
の
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら

年

と
な
っ
た
の
に
合
わ
せ
て

実
施
さ
れ
、
約
２
１
０
人

が
参
加
し
た
。

「
オ
ウ
ム
断
固
反
対
」

と
の
横
断
幕
を
持
っ
た
近

藤
弥
生
足
立
区
長
を
先
頭

に
、
隣
接
す
る
埼
玉
県
川

口
市
や
、
ア
レ
フ
か
ら
分

派
し
た
「
ひ
か
り
の
輪
」

の
拠
点
が
あ
る
東
京
都
世

田
谷
区
の
住
民
も
加
わ
り

「
ア
レ
フ
は
い
ら
な
い
」

「
安
心
で
き
る
街
を
返
せ
」

と
声
を
上
げ
た
。

今
年
１
月
、
一
連
の
事

件
を
巡
る
教
団
の
裁
判
が

終
結
。
教
祖
松
本
智
津
夫

死
刑
囚

ら
、
死
刑
が

確
定
し
た

人
の
執
行
が

現
実
味
を
帯
び
る
。
住
民

団
体
の
水
上
久
志
会
長

は
「
執
行
後
、
ど
ん

な
事
態
に
な
る
か
心
配

だ
。
警
戒
を
続
け
た
い
」

と
話
し
た
。

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ

将
棋
大
会
で
優
勝
し
た
子

ど
も
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
藤
井
聡
太
六
段

日
午
後
、
名
古
屋
市
の
名

古
屋
城
本
丸
御
殿

フ
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フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
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フ
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フ
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埼玉県は４月から、

2020年東京五輪・パラ

リンピックの期間中に

外国人選手の家族をホ

ームステイで受け入れ

る事業に取りかかる。

宿泊先確保と異文化交

流の促進が狙い。県に

よると、東京五輪で同

様の事業を始めるのは

全国初という。

五輪では選手の出場

日程などが直前に決ま

り、家族は宿泊先の確

保に苦労するケースが

ある。県が約 の国や

競技団体に実施したア

ンケートでも、ホーム

ステイを歓迎する意見

が多かった。

県内の国際交流協会

などを通じて受け入れ

先を募集するほか、選

手家族とのマッチング

をするシステムを開発

し、最大500人の受け

入れを目指す。

県オリンピック・パラ

リンピック課の斎藤勇

一課長は「選手家族が

埼玉の生活を体験しな

がら、一緒に応援する

友人と出会う機会にな

ってほしい」としてい

る。県内ではバスケッ

トボールやゴルフなど

４競技が開催される。

五輪選手の家族
ホームステイで
埼玉県が受け入れ事業
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（２６）( 第３種郵便物認可 ) ２０１８年 (平成３０年 )３月２５日　日曜日 （２６）( 第３種郵便物認可 ) ２０１８年 (平成３０年 )３月２５日　日曜日


